	映像教材活用プログラム⑩（60～80分程度）
	学童期～思春期・ケータイの使い方

	ちょっと待って、ケータイ　２
～【第２話】「個人情報をまもろう」「子どもを守るフィルタリング」～
	媒体
	DVD

	
	時間
	１５分

	
	整理番号
	D00255

	本プログラムのねらい
	期待される効果

	○子供を守るフィルタリングや迷惑メール防止策の大切さを理解し、積極的に活用できるようにするとともに、日頃から相談し合うことのできる親子関係づくりの大切さを理解する。
	日頃から気を付けて携帯電話やスマートフォンを使っているつもりの保護者が、気を付けていても出会ってしまうトラブルの怖さを理解することができる。

	

	活動の主な流れ（映像教材の内容）
	運営上の留意点

	１　ビデオの視聴前に、「両どなり他己紹介＆自己紹介」を行う。（テーマ：携帯電話のルールなど）　（１５分）
 (
（例）今や携帯電話やスマートフォンは、私たちの生活に欠かせない機器となりました。
　　　皆さんの中には、子供にも持たせている方もいらっしゃるかと思います。「我が家の携帯電話のルール」をテーマにして、自己紹介をしてみましょう。
)

	・会場は、「サークル型」でレイアウトする。
「オープニングプログラム　」参照



	２　ビデオを視聴する。（１５分）
 (
（例）今回は、携帯電話のフィルタリング
をテーマにしたビデオです。ビデオを見た後で、感想などについて話し合います。ワークシートに必要なことをメモしながら見ましょう。
)


【ビデオの概要】
○Disc２　子どもを守るフィルタリング
　幸平のケータイに入ってきた間違いメール。緊急の用件だったため、親切に「宛先が間違っていますよ」と、返信したところ、それ以降、いかがわしいメールや架空請求のメールが次々と届くようになる。
姉の久美のケータイには、無料の占いサイト利用したことから高額の請求が…。
子供たちのトラブルを知った母親は消費生活センターに相談。ネット上に仕掛けられる様々な罠を教えられ、メールアドレスなど個人情報の取り扱いやフィルタリングの重要性について家族で話し合う。
※関連して、DVDには、子供向けの「個人情報を守ろう」も収録されている。あわせて活用したい。
	



 (
ウェブサイト「親力アップいきいき子育て広場」では、「親力アップ」ボタン内に「ケータイ・スマホの使い方を考えよう」というコーナーを設けており、役に立つサイトが多く紹介されている。あわせて紹介しておきたい。
) (
視聴後、ビデオの内容と参加者の実情を結びつけた話をするために、ビデオが始まったら、進行役は、「両どなり他己紹介＆自己紹介」などで話題になったことと、ビデオの内容と重なる内容をメモする。
)

	３　ビデオ視聴後の感想を交流する。（10分～30分）
 (
（話し合いを深める言葉かけの例）
・
リーフレットを読んで気になったことはありませんか？　グループ内で、気になる事例や、今後の家庭での関わり方について話し合ってみましょう。
)　・感想交流後、印象に残った言葉などをワークシートにメモする。

	・文部科学省発行のリーフレット「ちょっと待ってスマホ時代の君たちへ」を配布する。
「エンディングプログラム」参照





